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平成２２年度一般会計予算
４０４億９８００万円　

222�

　２月定例会は、２月２２日から３月２４日までの３１日間にわたり開催しました。
今定例会では、「平成２２年度佐倉市一般会計予算」など議案４０件、諮問２件が提
出されましたが、議案２２号、２６号、２７号の３件については撤回されました。
　陳情については「最低賃金法の抜本改正と安定雇用の創出、中小企業支援策
の拡充・強化を求める陳情」１件、議員提出議案については「保育所にかかわ
る国基準の堅持および向上を求める意見書」、など７件を提出し審議しました。
（議決結果は４ページ参照）
　一般質問には、各会派の代表質問に７人、個人質問に１２人が登壇し、市政に
ついて広範囲の質問を行いました。

平成２２年度予算の議決結果（議決　３月２４日）
・右欄は本会議の議決結果　　◎全員賛成、○賛成多数

市長提出議案 ※丸数字は議案番号

○原案可決

①平成２２年度佐倉市一般会計予算
規模は４０４億９８００万円であり、前年度の当初予算額に比べ９.６％の増。今般
の経済状況を受けて市税や各種交付金などは減少しているものの、子ども
手当などに対する国・県支出金の増、国の地方財源対策による地方交付税
の増、臨時財政対策債の増により歳入全体では増加。

○原案可決
②平成２２年度佐倉市国民健康保険特別会計予算
保険給付に要する経費等、１６２億１３８６万７０００円を計上。前年度比４％の増。

◎原案可決
③平成２２年度佐倉市公共用地取得事業特別会計予算
土地開発基金の利子分の繰出金２８８万円を計上。前年度比１８.９％の減。

○原案可決
④平成２２年度佐倉市下水道事業特別会計予算
下水道の維持管理及び整備、公債費等に要する経費として２５億８３１６万８０００
円を計上。前年度比５.８％の減。

○原案可決
⑤平成２２年度佐倉市老人保健特別会計予算
９９７万１０００円を計上。前年度比７２.４％の減。

◎原案可決
⑥平成２２年度佐倉市農業集落排水事業特別会計予算
処理場の維持管理等に要する経費として、２４５１万４０００円を計上。前年度比
０.６％の減。

○原案可決
⑦平成２２年度佐倉市介護保険特別会計予算
介護、地域支援サービスの給付等に要する経費として７９億７８４７万９０００円を
計上。前年度比７.７％の増。

◎原案可決
⑧平成２２年度佐倉市災害共済事業特別会計予算
災害共済事業給付金等に要する経費として、５３４万９０００円を計上。前年度
比０.１％の減。

○原案可決
⑨平成２２年度佐倉市後期高齢者医療特別会計予算
千葉県後期高齢者医療広域連合への納付金など、１２億３８２３万６０００円を計
上。７.９％の増。

○原案可決
⑩平成２２年度佐倉市水道事業会計予算
給水収益等の収入として３６億２０００万円、営業費用等の支出として３３億３０００
万円を予定。

「子育て支援」「安全・安心」など
福祉と教育の観点から審査

　平成２２年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の予算審査を行う
ため、予算審査特別委員会を設置しました。
選出した委員は次のとおりです。（◎委員長、○副委員長）
◎桐生政広　○中村孝治　　伊藤壽子　　萩原陽子　　上ノ山博夫
　柏木惠子　　岡村芳樹　　小林右治　　山口文明　　冨塚忠雄
　木原義春　　中村克几

　予算審査特別委員会が４日間にわたり開催され、担当部課長の説明
を受け、慎重に審査を行いました。

　定例会の最終日には桐生政広委員長の審査結果報告があり、次の９
点を要望しました。
①志津霊園移転代替地の造成工事にあたっては、いささかなりとも地
下水の汚染等の疑念をいだかれぬよう監視と指導に努められたい。

②保育園の入所待機児童の解消を図るとともに、子育て支援の環境整
備に努められたい。

③特別養護老人ホーム入所待機者の解消を図ると共に、高齢者福祉の
充実に努められたい。

④（仮称）佐倉西部自然公園の整備にあたっては、市民共通の貴重な
財産であることを自覚され、市が責任をもって管理運営に努められ
たい。

⑤高校生の就学を支援するため、奨学資金助成制度の創設に努められ
たい。

⑥志津公民館は狭隘にして、老朽化が著しいため、早期に改築される
よう検討されたい。

⑦佐倉図書館の老朽化が進んでいるため、早期改築を検討されたい。
⑧小・中学校校舎の耐震化に努められたい。
⑨地下水の涵養・保全に努めながら、安価でおいしい水を飲料水とし
て継続供給できるよう努められたい。

５月１日に開園する『おひさま保育園』（王子台４丁目）

　佐倉市議会“議会改革”について　
〈議会改革特別委員会の活動報告〉

□第１０回委員会（Ｈ２２．１．２５）　□第１１回委員会（Ｈ２２．２．１６）
□第１２回委員会（Ｈ２２．３．２９）
　廣瀬克哉氏の議員研修会（１月１３日開催）を経て、議会基本条
例の具体的な策定作業に着手しました。盛り込むべき条項、更に
はその制定趣旨などについて、委員のコンセンサスを図りながら、
条例案の策定作業を進めています。

予算審査特別委員会を設置

平成２２年度予算を審査

予算審査特別委員会の審査模様 サッカー場建設予定地を現地視察（岩名運動公園）
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市
政
に
関
す
る

　

一
般
質
問
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
議
員
が
質
問
を
行
い
、
市

政
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
た
め
の
も
の
で
す
。
平
成　

年
８
月

２１

定
例
会
よ
り
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
一
括
質
問
方
式
に
加
え
、

項
目
別
質
問
方
式
を
導
入
し
、
各
議
員
の
選
択
制
と
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
一
般
質
問
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の

一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

代
表
質
問

一
般
質
問

用語解説

※【デマンド交通システム】
　住民の方が希望する場所から場所ま
での移動を低額で提供する新しい公共
交通サービス。
　高齢者やこども等のいわゆる交通弱
者と呼ばれる方々に対する生活交通の
確保・充実策として、あるいは従来の
生活交通に関する財政支出の効率化策
として貢献している。

中村克几

名
活
動
に
取
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も

達
に
平
和
な
世
界
を
引
継
ぐ
活
動
と

し
て
署
名
と
共
に
核
兵
器
廃
絶
の
運

動
を
活
性
化
さ
せ
る
事
業
が
必
要
で

あ
る
。市
長
の
意
欲
に
つ
い
て
問
う
。

■答
 
　

平
和
市
長
会
議
は
世
界
の
都
市

と
連
携
し
て
核
兵
器
廃
絶
に
取
組
ん

で
い
る
。
私
も
広
島
・
長
崎
に
投
下

さ
れ
都
市
を
壊
滅
さ
せ
て
人
類
に
悲

惨
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
核
兵
器
は

絶
対
に
廃
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
っ
て
い
る
。
一
人
で
も
多

く
の
市
民
が
こ
の
核
兵
器
廃
絶
の
取

組
み
に
賛
同
さ
れ
署
名
し
て
頂
け
る

よ
う
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
る
。

■問
 
　

平
和
条
例
制
定
か
ら　

年
目
に

１５

な
る
。
平
和
事
業
を
行
う
考
え
は
。

■答
 
　

従
来
の
平
和
事
業
に
加
え
公
民

館
を
巡
回
し
て
「
原
爆
写
真
展
」
を

新
た
に
行
い
た
い
。

■問
 
　

子
ど
も
達
が
平
和
情
報
を
得
る

に
は
映
画
や
演
劇
な
ど
芸
術
鑑
賞
の

機
会
が
あ
る
と
効
果
的
だ
が
、
そ
の

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

■答
 
　

広
報
課
と
連
携
し
て
年
間
４
校

程
の
小
学
校
で
平
和
に
関
す
る
体
験

講
話
や
映
画
会
を
実
施
し
て
い
る
。

■問
 
　

年
４
校
で
は
不
足
で
は
な
い
か
。

■答
 
　

学
校
数
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

保
育
園
の
設
置
基
準
を
地
方
自
治
体

の
条
例
に
任
せ
る
方
向
だ
が
、
市
の

計
画
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
ま
た
、

「
保
育
の
在
り
方
検
討
会
」
は
民
営

化
の
結
論
に
向
け
て
い
な
い
か
。

■答
 
　

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
回
避

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
と
地
方

の
役
割
分
担
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
財

源
が
権
限
と
と
も
に
移
譲
さ
れ
る
こ

の
福
祉
の
充
実
や
産
業
経
済
の
活
性

化
な
ど
４
つ
の
基
本
政
策
を
柱
と
す

る
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
、

市
政
運
営
に
当
た
ら
れ
て
い
る
。
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
市
民
と
の
約
束
で

あ
り
、
市
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
市

長
は
、
そ
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
も

市
民
に
対
し
説
明
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

市
長
就
任
以
来
約
３
年
が
経
過
し

た
中
で
こ
の
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
各
種
施
策
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。
ま

た
、
現
在
未
達
成
と
な
っ
て
い
る
施

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
あ

わ
せ
て
お
聞
き
し
た
い
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ 

い
て

■問
 
　

市
長
は
、
平
成

　

年
市
長
選
挙
に
お

１９い
て
安
心
で
き
る
高

齢
化
、
少
子
化
時
代

事
業
仕
分
け
は
さ
れ

て
い
る
の
か
！

■問
 
　

さ
く
ら
清
友
会

は
無
駄
の
徹
底
的
な

排
除
の
為
、
事
業
仕

分
け
を
す
べ
き
だ
と

■答

し
が
ら
み
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な

市
政
を
目
指
す
中
で
高
福
祉
、
低
負

担
の
実
現
と
い
っ
た
９
つ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
安
心
で
き
る
高
齢

化
、
少
子
化
時
代
の
福
祉
の
充
実
、

暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
の
整
備
、

次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
、
産

業
経
済
の
活
性
化
と
い
っ
た
４
つ
の

柱
を
基
本
政
策
と
し
て
現
在
推
進
し

て
い
る
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
各
種
項
目
の
う
ち
、
比
率

に
し
て
約
９
割
の
項
目
で
一
定
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
順
調
だ
と
感

じ
て
い
る
が
、
内
容
を
細
か
く
見
て

い
く
と
、
概
ね
達
成
で
き
た
も
の
、

順
調
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
も

の
、
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。

現
状
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え

す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
目
標
達

成
に
向
け
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね

た
い
。
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
も
の

は
、
残
る
今
任
期
中
に
現
状
と
す
り

合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
諸
課
題
解
決

に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
、
一
定
の

方
向
性
を
出
し
た
い
。

村田穣史

岡村芳樹

萩原陽子

市
長
の
政
治
姿
勢

■問
 
　

少
子
高
齢
化

は
、
２
つ
の
大
き
な

課
題
が
同
時
進
行
し

て
お
り
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
解
決
だ
け
で

保
育
環
境
の
整
備
と

国
の
基
準
緩
和

■問
 
　

待
機
児
童
解
消

策
と
し
て
、
政
府
は

保
育
基
準
の
緩
和
政

策
を
打
ち
出
し
た
。

勝田治子

平
和
問
題
に
つ
い
て

■問
 
　

市
は
平
和
市
長

会
議
が
提
唱
す
る「
都

市
を
攻
撃
す
る
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

り
核
兵
器
廃
絶
の
署

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２
階
市
政
資
料
室
・
市
内
各
図
書
館
に

て
会
議
録
（
６
月
中
旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
佐
倉
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
６
月
配
信
予
定
）
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

と
を
期
待
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
改
革
が
必
要
と
考
え
る
。「
在
り

方
検
討
会
」
は
、
公
立
保
育
園
等
の

役
割
を
再
認
識
し
、
在
り
方
や
方
向

性
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い

る
。

食
育
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

■問
 
　

食
育
推
進
計
画
の
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
地
元
の
旬
の
生
産
物

で
子
ど
も
達
の
味
覚
を
育
て
る
た
め
、

地
域
農
業
と
ど
う
連
携
し
て
い
く
の

か
、
地
域
農
業
を
ど
う
活
性
化
す
る

の
か
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

地
産
地
消
を
積
極
的
に
進
め
る

た
め
、
さ
ら
に
、
佐
倉
産
農
畜
産
物

の
Ｐ
Ｒ
や
生
産
・
流
通
・
販
売
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
市
内
に

お
け
る
農
業
の
課
題
や
情
報
を
共
有

す
る
た
め
、
生
産
者
団
体
な
ど
か
ら

意
見
を
聞
く
場
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
。

　

日
付
で
コ
ピ
ー
用
紙
２
万
枚
等
が

３１消
耗
品
で
購
入
さ
れ
、
予
算
残
額
が

０
円
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
？

■答
 
　

年
度
末
の
起
案
、要
求
書
受
理
、

検
査
だ
が
、問
題
な
く
適
正
で
あ
る
。

■問
 
　

不
正
が
無
い
と
の
断
言
だ
が
、

ど
の
書
類
を
ど
う
調
査
し
た
の
か
？

■答
 
　

監
査
委
員
か
ら
は
調
査
要
請
が

あ
っ
た
。
調
査
の
中
で
事
実
関
係
が

な
い
の
で
、伝
票
等
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、

す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

佐
倉
学
に
つ
い
て

■問
 
　

佐
倉
の
事
を
学
ぶ
佐
倉
学
が
教

育
委
員
会
の
指
導
で
進
ん
で
い
る
。

佐
倉
学
に
出
て
く
る
人
は
幕
末
や
明

治
初
期
の
人
が
多
く
、
時
代
が
異
な

る
。
忠
君
愛
国
を
そ
の
ま
ま
佐
倉
学

に
持
ち
込
む
こ
と
に
は
大
き
な
問
題

が
あ
る
。
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

■答
 
　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

県
内
第
３
位
の
市
給
与

■問
 
　

１
月
７
日
付
新
聞
報
道
で
、
市

の
給
与
が
地
域
手
当
も
入
れ
る
と
指

数
で
県
内
第
３
位
で
あ
る
。
市
民
の

負
担
が
重
い
の
で
は
な
い
か
？
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主
張
し
て
い
る
が
、
佐
倉
市
の
状
況

を
伺
う
。
又
、
外
部
機
関
か
ら
意
見

を
い
た
だ
い
て
精
査
し
て
い
る
が
、

そ
の
ご
意
見
の
内
容
と
予
算
へ
の
反

映
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

又
、
予
算
の
公
開
説
明
会
を
実
施
し

て
い
る
が
、
参
加
者
の
ご
意
見
の
内

容
と
予
算
へ
の
反
映
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
。

■答
 
　

公
募
で
は
な
い
委
員
５
名
で
構

成
さ
れ
る
「
佐
倉
市
行
政
評
価
懇
話

会
」
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
精
査
を
し
て
い
る
。
具

体
的
な
事
業
の
評
価
は
な
い
。
予
算

説
明
会
で
は
庁
用
車
は
リ
ー
ス
で
対

応
す
べ
き
等
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

今
回
の
予
算
に
は
意
見
の
反
映
は
特

に
な
い
。
今
後
検
討
す
る
。

企
業
誘
致
は
ど
う
な
っ
た　
？！

■問
 
　

企
業
誘
致
が
、
歳
入
確
保
・
持

続
可
能
な
財
源
確
保
の
切
り
札
の
よ

う
に
言
わ
れ
て
き
た
。
蕨
市
長
就
任

以
来
、
企
業
誘
致
は
ど
の
程
度
実
現

し
た
か
。
又
、大
企
業
の
誘
致
に
は
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
長
自
ら
、
こ
れ
ま
で
に

ど
の
程
度
の
誘
致
活
動
を
し
、
企
業

側
か
ら
の
進
出
条
件
は
ど
の
よ
う
な

内
容
が
あ
る
か
。

■答
 
　

残
念
な
が
ら
営
利
企
業
の
誘
致

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
関
し
て
は
、　

社
程
度
は
コ

１０

ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
い
る
経
緯
が
あ

る
。
企
業
側
か
ら
の
要
求
は
、
税
の

減
免
あ
る
い
は
補
助
金
の
事
で
あ
る

が
今
現
在
回
答
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

ど
う
す
る
？
市
長
給
与
！

■問
 
　

市
長
給
与
に
関
し
、
以
前
、「
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
判
断
す

る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
就
任
以

来
再
三
に
わ
た
り
財
政
が
厳
し
い
と

言
っ
て
き
た
経
緯
を
考
え
る
と
、
ご

決
断
の
時
で
は
な
い
か
。

■答
 
　

前
の
議
会
で
も
答
弁
し
て
い
る

が
、
必
要
と
あ
ら
ば
報
酬
審
議
会
に

て
審
議
し
て
い
た
だ
く
。

良
く
な
い
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
市
長
は
、
保
育
園
待
機
児
童

解
消
に
向
け
、
新
規
認
可
保
育
園
建

設
予
定
に
つ
い
て
王
子
台
の
次
に
中

志
津
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
平
成　
 ２０

年
、
地
域
に
対
し
事
前
の
相
談
や
正

式
な
説
明
が
無
い
ま
ま
、
突
然
市
長

か
ら
発
表
さ
れ
不
安
の
声
が
聞
か
れ

る
事
に
つ
い
て
、
私
は
議
会
一
般
質

問
で
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
の
で
地

元
関
係
者
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
と
な
ら
ぬ
よ
う
丁
寧
に
進

め
る
べ
き
と
助
言
し
ま
し
た
。
市
長

は
丁
寧
に
進
め
る
と
の
事
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
地
域
に
相
談
や

正
式
な
説
明
が
無
く
、
高
齢
者
に
配

慮
す
る
と
の
発
言
も
無
い
。
そ
の
感

覚
と
政
治
姿
勢
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
丁
寧
に
進
め
る
気
持

ち
が
あ
れ
ば
、
そ
の
思
い
が
言
葉
に

出
て
当
然
で
す
。
高
齢
化
が
顕
著
な

地
域
で
、
近
隣
住
民
を
始
め
地
域
の

各
種
団
体
関
係
者
か
ら
、
こ
の
事
に

大
変
危
惧
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
施
設
整
備

は
と
て
も
重
要
で
す
が
、
高
齢
者
が

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

も
大
変
に
重
要
で
す
。
行
政
の
責
任

者
と
し
て
、
配
慮
し
た
発
言
を
し
て

頂
き
た
い
。
市
長
の
一
言
は
と
て
も

重
い
の
で
す
。
再
度
、
市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

■答
 
　

中
志
津
一
丁
目
の
旧
志
津
保
育

園
跡
地
は
、
多
く
の
待
機
児
童
が
い

る
志
津
地
区
の
状
況
か
ら
、
従
前
よ

り
保
育
園
建
設
予
定
地
と
し
て
考
え

て
い
ま
し
た
。
高
齢
化
率
が
高
い
地

区
で
す
が
、
志
津
地
区
の
課
題
と
し

て
地
域
活
性
化
の
為
、
子
育
て
支
援

策
を
推
進
し
て
い
く
事
で
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
、
保
育
整
備
用
地

の
確
保
が
第
一
で
す
。
高
齢
化
率
が

高
い
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
地
域

の
方
々
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
、
着

地
点
を
見
い
出
し
保
育
園
整
備
を
慎

重
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

入江晶子

働
き
か
け
問
題
へ
の

対
応
に
つ
い
て

■問
 
　

昨
年
１
月
、
市

議
に
よ
る
口
利
き
等

働
き
か
け
問
題
が
新

聞
報
道
さ
れ
、
議
会

は
働
き
か
け
に
関
す
る
規
則
の
見
直

し
を
強
く
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

①
そ
の
後
、
規
則
の
見
直
し
を
行
っ

た
の
か
。
②
働
き
か
け
に
は
恫
喝
、

威
嚇
、
強
要
、
要
求
、
要
請
、
依
頼
、

提
言
等
が
あ
る
。
新
た
な
条
例
で
は

告
発
等
行
っ
た
場
合
の
み
公
表
す
る

と
し
て
い
る
が
、
全
て
の
働
き
か
け

を
公
開
す
べ
き
。
ま
た
、
調
査
検
討

の
た
め
の
第
三
者
機
関
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
規
則
を
含
め

た
条
例
の
見
直
し
を
早
急
に
行
う
べ

き
だ
が
、
ど
う
か
。

■答
 
　

①
規
則
は
改
正
し
て
い
な
い
。

②
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

保
育
園
民
営
化
と
公
的
責
任

■問
 
　

①
市
立
保
育
園
等
の
在
り
方
検

討
会
で
は
民
営
化
あ
り
き
の
議
論
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
市
の

将
来
的
な
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

十
分
に
議
論
を
尽
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
保
育
園
の
保
護
者
や
保
育
士

な
ど
当
事
者
の
意
見
反
映
が
な
い
ま

ま
に
結
論
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

■答
 
　

①
在
り
方
検
討
会
の
提
言
は
８

月
中
に
出
る
予
定
で
あ
る
。
②
提
言

を
受
け
た
後
、
担
当
課
を
中
心
に
庁

内
で
議
論
を
深
め
、
市
と
し
て
基
本

的
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
す
。
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■答
 
　

既
に
削
減
し
て
き
て
い
る
。
給

料
は
下
げ
る
、
仕
事
を
も
っ
と
や
れ

で
は
健
康
状
態
も
心
配
さ
れ
、
現
状

そ
の
よ
う
な
事
は
考
え
て
い
な
い
。
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藤崎良次

不
正
経
理
問
題

■問
 
　

千
葉
県
等
で
不

正
経
理
が
あ
り
、
消

耗
品
の
コ
ピ
ー
用
紙

等
で
多
く
行
わ
れ
て

い
る
。
市
で
も
３
月

さ　く　ら
清　友　会

さ く ら 会

公　明　党

市民ネット
ワーク

日本共産党

佐 倉 市 民
オンブズマン

新 社 会 党
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◎上記の通告内容は、佐倉市議会会議規則第６０条に基づき質問者から議長に
　文書で通告のあった内容を基に、大項目のみ掲載しています。

公
明
党　

小
須
田
稔

高
崎
川
改
修
工
事
に
つ
い
て

■問
 
　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
高
崎
川

改
修
工
事
で
、
鏑
木
橋
か
ら
上
流
側

に
か
け
て
護
岸
に
シ
ー
ト
パ
イ
ル
を

使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
よ

く
見
る
と
水
面
か
ら
突
き
出
た
部
分

で
腐
食
が
進
ん
で
い
る
。
今
回
の
改

修
工
事
で
整
備
が
行
わ
れ
る
と
思
う

が
、
Ｊ
Ｒ
総
武
本
線
鉄
橋
ま
で
の
断

面
構
造
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

鏑
木
橋
か
ら
上
流
に
か
け
て
の

構
造
は
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
鏑
木

橋
下
流
側
と
同
様
に
、
右
岸
側
は
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
護
岸
工
、
左
岸
側
は
現

況
の
河
道
内
を
掘
削
し
た
自
然
法
の

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ー
ト
パ
イ
ル
は
改
修
工
事
に
合

わ
せ
撤
去
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
原
英
雄

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て

■問
 
　

一
般
的
社
会
福
祉
法
人
と
ど
こ

が
違
う
の
か
。

■答
 
　

法
に
定
め
ら
れ
た
唯
一
の
団
体

で
あ
り
、
他
と
は
異
な
る
。

■問
 
　

な
ぜ
市
社
協
だ
け
に
人
件
費
等

約
１
億
円
も
の
補
助
が
あ
る
の
か
。

■答
 
　

法
と
条
例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

■問
 
　

社
会
福
祉
法
人
全
般
へ
な
ぜ
人

件
費
等
の
補
助
が
行
わ
れ
な
い
か
。

■答
 
　

条
例
・
規
則
等
で
定
め
る
必
要

が
あ
り
当
市
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

志
津
霊
園
区
間
の
問
題

■問
 
　

総
事
業
費
は
道
路
築
造
ま
で
に

い
く
ら
か
か
る
か
。

■答
 
　

職
員
人
件
費
や
訴
訟
費
ま
で
含

め
る
と
約　

億
円
に
な
る
。

４９
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新
社
会
党　

冨
塚
忠
雄

佐
倉
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
に
つ
い
て

■問
 
　

市
の
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
和
田
・
弥
富
・
志
津
北
部
地

区
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
運
行

予
定
日
・
方
法
・
料
金
等
が
決
ま
っ

た
が
、
主
な
内
容
を
伺
う
。

■答
 
　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
、
利
用

に
応
じ
た
運
行
が
可
能
な
高
齢
化
社

会
に
適
応
し
た
デ
   

マ
ン
ド
交
通
シ
ス

※

テ
ム
を
、
南
部
地
域
は
平
成　

年　
２２

１０

月
か
ら
、
志
津
北
部
地
域
は
平
成　
２３

年
度
中
に
運
行
の
予
定
。
毎
日
８
時

〜　

時
、
前
日
予
約
、
料
金
は
１
乗

１８
車
当
た
り　

円
の
予
定
。
民
間
交
通

３００

事
業
者
の
路
線
と
重
複
を
避
け
る
た

め
、
地
区
外
へ
の
移
動
は
既
存
交
通

へ
の
乗
り
換
え
が
必
要
と
な
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

さ
く
ら
会　

山
口
文
明

孤
独
死
を
ど
う
防
止
す
る
か

■問
 
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
誰
に

も
気
づ
か
れ
な
い
で
亡
く
な
る
「
孤

独
死
」
に
つ
い
て
、
佐
倉
市
の
こ
の

一
年
の
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
ご
近

所
同
士
や
地
域
で
見
守
る
組
織
づ
く

り
が
最
も
重
要
と
考
え
る
が
、
市
で

は
ど
の
よ
う
な
防
止
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
か
伺
う
。

■答
 
　

市
内
で
こ
の
一
年
で
不
幸
に
も

男
性
７
人
、
女
性
１
人
の
孤
独
死
が

あ
っ
た
。
近
所
づ
き
あ
い
の
少
な
い

男
性
の
割
合
が
多
く
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
繋
が
り
の
希
薄
化
」
が

大
き
な
要
因
と
考
え
る
。
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
総
合

相
談
な
ど
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を

続
け
、
孤
独
死
防
止
に
努
め
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

伊
藤
壽
子

志
津
霊
園
道
路
開
通
問
題
に
つ
い
て

■問
 
　

代
替
地
造
成
の
工
事
内
容
に
つ

い
て
、
市
が
適
正
と
判
断
し
た
根
拠

の
資
料
を
議
員
へ
提
出
し
て
ほ
し
い
。

■答
 
　

情
報
開
示
請
求
、
あ
る
い
は
、

議
長
か
ら
の
要
請
で
提
出
可
能
。

■問
 
　
「
市
政
資
料
室
で
工
事
設
計
書 

を
公
開
」
と
広
報
に
あ
っ
た
が
、
併

せ
て
設
計
図
も
公
開
す
べ
き
で
あ
る
。

■答
 
　

議
会
か
ら
の
要
請
で
、
調
整
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。

■問
 
　

道
路
開
通
ま
で
の
費
用
は
合
わ

せ
て　

億
９
千
万
円
と
答
弁
さ
れ
た

３４

が
、
平
成　

〜　

年
度
ま
で
の
人
件

２２

２６

費
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

■答
 
　

人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

本
務
４
名
、
兼
務
４
名
（
３
名
は
２

月
増
員
）、
計
８
名
体
制
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

五
十
嵐
智
美

男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
に
お

け
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■問
 
　

審
議
会
、
委
員
会
の
女
性
委
員

の
比
率
は　

％
。
公
募
時
に
女
性
を

２５

登
用
し
な
い
、
全
員
男
性
の
委
員
会

が
あ
る
。
多
様
な
市
民
意
見
の
反
映

と
し
て
問
題
。
一
定
の
割
合
で
女
性

委
員
を
登
用
す
る
制
度
の
導
入
を
。

■答
 
　

女
性
委
員
の
数
値
目
標
達
成
を

各
部
署
に
周
知
す
る
。
登
用
率
の
割

り
当
て
は
審
議
内
容
に
よ
り
有
能
な

人
材
登
用
の
阻
害
に
な
り
行
わ
な
い
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

■問
 
　

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
。具
体
的
な
取
組
み
は
。

■答
 
　

他
市
町
村
の
実
例
の
研
究
、
事

業
者
と
の
関
係
づ
く
り
な
ど
を
行
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
明
党　

森
野　

正

経
常
経
費
の
削
減
に
つ
い
て

■問
 
　

市
が
所
有
す
る
施
設
全
体
に
係

る
維
持
管
理
費
用
の
総
額
を
伺
う
。

■答
 
　

人
件
費
を
含
め
た
施
設
の
維
持

管
理
費
総
額
は
、
約　

億
４
千
万
円

５５

で
、
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
に
占
め

る
割
合
は
約　

％
と
な
る
。

１５

■問
 
　

美
術
館
、
音
楽
ホ
ー
ル
は
芸
術

振
興
も
あ
り
継
続
し
た
い
が
、
こ
の

ま
ま
市
が
管
理
運
営
し
て
い
く
意
義

が
あ
る
か
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

■答
 
　

全
国
で
も
両
施
設
を
持
つ
市
は

多
く
な
い
。
市
民
が
身
近
な
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

■問
 
　

草
ぶ
え
の
丘
は
、
官
か
民
か
を

問
え
ば
、
民
に
な
じ
む
と
考
え
る
。

経
費
削
減
を
考
え
売
却
も
検
討
せ
よ
。

■答
 
　

公
共
的
な
状
況
で
運
営
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
共
産
党　

兒
玉
正
直

「
無
縁
死
」
の
対
策
は

■問
 
　

佐
倉
市
で
は
、「
無
縁
死
」
や
行

政
用
語
で
「
行
旅
（
こ
う
り
ょ
）
死

亡
人
」
は
居
り
ま
す
か
。

■答
 
　

孤
独
死
は
８
件
。
身
元
が
明
ら

か
な
方
で
居
宅
内
で
亡
く
な
ら
れ
た

も
の
。
行
旅
死
亡
人
と
は
身
元
不
明

の
死
亡
。
平
成　

年
度
は
３
件
発
生

２１

し
、
現
在
ま
で
身
元
の
特
定
は
で
き

ず
、
引
き
取
り
手
も
い
ま
せ
ん
。

■問
 
　

行
政
や
地
域
に
係
ら
な
い
「
無

縁
死
」
を
心
配
さ
れ
る
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
い
か
に
張
る
の
か
。

■答
 
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
の

見
守
り
を
行
う
な
ど
、
市
民
と
行
政

の
協
働
や
住
民
同
士
の
相
互
協
力
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン　

上
ノ
山
博
夫

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

■問
 
　

臼
井
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

の
完
成
で
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
未

実
施
は
京
成
佐
倉
駅
北
口
の
み
と
な

る
。
南
口
に
あ
る
か
ら
と
い
う
事
で

は
な
く
、
北
口
利
用
者
の
為
に
も
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

■答
 
　

大
変
ご
不
便
を
か
け
て
い
る
事

は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
セ

ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
開
所
時
間
内

に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■問
 
　

せ
め
て
始
発
か
ら
終
電
ま
で
使

え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■答
 
　

現
状
で
は
非
常
に
難
し
い
。

■問
 
　

北
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
、

ほ
か
に
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

■答
 
　

今
後
の
国
の
新
た
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
方
針
を
注
視
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
明
党　

柏
木
惠
子

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
に
つ
い
て

■問
 
　

国
は
こ
の
事
業
の
来
年
度
予
算

を
半
分
以
下
と
す
る
が
、
不
足
分
を

市
が
負
担
し
継
続
す
る
の
か
、ま
た
、

早
い
時
期
の
開
始
が
で
き
る
か
伺
う
。

■答
 
　

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
だ
が
、

中村　克几（さくら会）※ 《●●質問》
�新年度予算について　　　　　　　　�マニフェストについて
�総合計画について　　　　　　　　　�機構改革について
�高齢者福祉施設等の現状と今後の展望について
�農村地域の活性化対策について　　　�志津霊園問題について

村田　穣史（さくら清友会）※ 
�市長の政治姿勢について　　　　　　�予算について

岡村　芳樹（公明党）※ 
�新年度予算編成と市長の政治姿勢　　�介護福祉施策
�子育て支援施策
�安心・安全に暮らせる生活環境の整備と街づくり
�経済産業施策　　　　　　　　　　　�環境・観光施策
�芸術・文化施策

入江　晶子（市民ネットワーク） 
�職員に対する「働きかけ」問題と公正かつ透明な行政運営について
�保育の民営化と公的責任について　　�平成２２年度予算案について

萩原　陽子（日本共産党） 
�次代を荷う子ども達を豊かに育む施策について
�市民の健康増進と医療について　　　�食育推進計画の策定について

藤崎　良次（佐倉市民オンブズマン） 
�新年度への取り組み、志津霊園問題、自治基本条例、不正経理問題等へ
の市長の政治姿勢

�人事制度等　　　　　　　　　　　　�教育問題

勝田　治子（新社会党） 
�平和問題について　　　　　　　　　�子どもの医療費助成拡大について
�保育園の整備と保育サービスの充実について
�後期高齢者医療保険の問題点について

個
人
質
問

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆一 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆般 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆質 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆問 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆通 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆告 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆要 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆旨 

多
く
の
女
性
が
検
診
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
前
向
き
に
検
討
し
、
で
き
る
だ

け
早
い
実
施
に
努
力
す
る
。

督
促
状
へ
の
相
談
窓
口
連
絡
先
の

表
記
に
つ
い
て

■問
 
　

未
納
防
止
の
た
め
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
督
促
状
へ
の
相
談
窓

口
連
絡
先
表
記
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

■答
 
　

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
だ
が
、

工
夫
し
対
応
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

さ
く
ら
清
友
会　

小
林
右
治

市
長
等
執
行
部
発
言
に
つ
い
て

■問
 
　

市
長
は
、
志
津
霊
園
墓
地
代
替

地
造
成
費
用
に
つ
い
て
、「
前
市
長
が

７
億
３
千
万
円
を
上
限
と
し
て
費
用

を
出
す
と
い
う
こ
と
を
約
束
し
て
お

り
ま
す
と
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
」
が

本
当
に
渡
貫
市
長
が
言
わ
れ
た
わ
け

で
す
ね
。

■答
 
　

渡
貫
市
長
が
そ
う
い
う
こ
と
を

言
っ
た
な
ん
て
こ
と
は
、
私
は
一
度

も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

■問
 
　

乳
幼
児
医
療
制
度
の
拡
大
よ
り
、

例
え
ば
花
火
と
か
は
、
予
算
順
位
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

■答
 
　

一
事
業
を
取
り
上
げ
て
、
ど
っ

ち
が
大
事
だ
と
い
う
よ
う
な
議
論
を

し
て
い
た
ら
行
政
は
回
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

工
藤
啓
子

子
育
て
支
援
事
業
の
民
営
化
問
題

■問
 
　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
安
定
性
継
続 

性
、
虐
待
対
応
か
ら
も
市
直
営
に
す

べ
き
。

■答
 
　

他
市
も
委
託
が
多
い
。
限
ら
れ

た
人
員
の
中
で
事
業
の
優
先
順
位
を

考
え
、委
託
が
効
率
化
と
判
断
し
た
。

■問
 
　

他
市
に
比
べ
保
育
園
運
営
費
財

源
は
少
な
く
民
営
化
で
更
に
削
減
か
。

■答
 
　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
他
の
施

策
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
。

■問
 
　

民
営
化
決
定
前
に
現
場
の
保
育

士
や
保
護
者
に
意
見
を
聞
く
べ
き
。

■答
 
　

提
言
後
に
園
長
を
通
じ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
。
保
護
者
代
表

か
ら
は
在
り
方
検
討
会
で
意
見
反
映
。

■問
 
　

臨
時
職
員
の
解
雇
の
問
題
は
？

■答
 
　

決
定
後
に
周
知
期
間
が
あ
る
。

雇
用
継
続
を
新
規
事
業
者
に
求
め
る
。

※は持ち時間１時間、それ以外は３０分（　）内は会派名

個人質問

代表質問

小須田　稔（公明党） 
�安心・安全な街づくりについて　　　�高齢者対策について
�スポーツによる地域活性化について

中原　英雄 
�市内の社会福祉法人、医療法人が経営する福祉施設について
�特に社会福祉協議会について　　　　�志津霊園区間道路の今後について
�水道部の入札の在り方

冨塚　忠雄（新社会党） 
�佐倉市地域公共交通総合連携計画について
�志津公民館の改築を総合計画策定本部会ではどの様な位置づけで検討し
ているのか　　　　　　　　　　　　

�志津霊園問題について

山口　文明（さくら会） 
�福祉について　　　　　　　　　　　�観光について
�健康増進について

伊藤　壽子（市民ネットワーク） 
�市民参加について　　　　　　　　　�（仮）佐倉西部自然公園整備について
�志津霊園区間道路開通問題について

五十嵐　智美（市民ネットワーク） 
�男女平等参画の社会づくりにおける取り組みについて
�介護保険について

森野　正（公明党） 
�経常経費の削減について

兒玉　正直（日本共産党） 
�市長所信表明

上ノ山　博夫（佐倉市民オンブズマン） 
�まち作りについて　　　　　　　　　�少数弱者への支援について
�市民の健康を守ることについて

柏木　惠子（公明党） 
�地域福祉について
�女性特有のがん検診無料クーポンについて　�市税徴収について
�家庭から出る不用品回収について　　�犬の登録等について

小林　右治（さくら清友会） 
�市長等執行部発言について　　　　　�子育て

工藤　啓子 
�佐倉市の子ども・子育て支援策について－ファミリーサポート事業の現
状と保育園民営化問題

�寺崎特定土地区画整理事業の事業変更に伴う課題と今後－都市マスター
プランによる位置づけも含めて

Title:56号P02-03.ec6 Page:3  Date: 2010/04/20 Tue 10:51:45



No.５６平成２２年２月定例会 4

２月定例会の議案と議決結果（議決　３月２４日）
　議案①～⑩（新年度予算）については１ページに掲載しています。

〈※議案１１・３７号は２月２２日に議決〉
・右欄は本会議の議決結果　　◎全員賛成、○賛成多数、△賛成少数

市 長 提 出 議 案　 ※丸数字は議案番号、白抜き数字は諮問番号

◎原案可決
⑪平成２１年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ１億９６００万円を追加。障害者自立支援法関係の給付費の不
足に伴う補正であり３月上旬には支払期限が到来するので２月２２日に先議決。

○原案可決

⑫平成２１年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ１１億４３２０万円を減額。歳入の主なものは、市税等。歳出の
主なものは、国民健康保険特別会計等への繰出金の増額等。繰越明許費の補
正は、市道Ⅰ－４９号線佐倉城下町通り整備事業など。債務負担行為の補正は、
国営流域水質保全機能増進事業印旛沼二期地区負担金の追加。地方債の補正
は、消防施設整備事業など３件の変更。

○原案可決

⑬平成２１年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ３８５４万７０００円を減額。歳入の主なものは、見込み額の確定
に伴う国民健康保険税の減額等。歳出の主なものは、事業費の計数整理によ
る減額。

◎原案可決
⑭平成２１年度佐倉市公共用地取得事業特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ１８９万６０００円を追加。主な内容は、土地開発基金繰出金の増
額。

○原案可決

⑮平成２１年度佐倉市下水道事業特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ３億３１７９万４０００円を減額。歳入の主なものは、一般会計繰
入金、市債の減額。歳出の主なものは、印旛沼流域下水道維持管理費負担金
の減額。繰越明許費は、寺崎土地区画整理汚水整備事業など３件を設定。地
方債の補正は、公共下水道事業など２件を変更。

○原案可決
⑯平成２１年度佐倉市老人保健特別会計補正予算
内容は、医療給付費の減額、一般会計繰出金の計上。

◎原案可決
⑰平成２１年度佐倉市農業集落排水事業特別会計補正予算
内容は、計数整理による排水施設維持管理費の減額。

○原案可決
⑱平成２１年度佐倉市介護保険特別会計補正予算
内容は、計数整理による地域支援事業費などの減額。

◎原案可決
⑲平成２１年度佐倉市災害共済事業特別会計補正予算
内容は、災害共済基金利子に係る積立金の増額。

○原案可決
⑳平成２１年度佐倉市後期高齢者医療特別会計補正予算
内容は、後期高齢者医療広域連合納付金の増額。

◎原案可決

�平成２１年度佐倉市水道事業会計補正予算
資本的収入予定額は１億円を減額し、資本的支出予定額は２億１５３３万３０００円
を減額。継続費の補正は、上座浄水場電気設備更新事業に係る総額及び年割
額を変更するもの。

○原案可決

�佐倉市公務員の公正な職務執行の確保に関する条例制定について
市政に携わる公務員の「公正な職務執行の確保」と「市政の透明化」を図る
ため、市公務員個人に民事訴訟が提起された場合の支援などを定めようとす
るもの。

○原案可決

�一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
月の時間外勤務が６０時間を超える部分に対する時間外勤務手当の支給割合を
１００分の１５０に引き上げ、本庁の夜間守衛業務を平成２２年度からすべて民間委
託とすることに伴い、職員の交代制勤務に対し支給する守衛手当を廃止。

◎原案可決

�職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について
月の時間外勤務が６０時間を超える部分に対する時間外勤務手当引上げ分の支
給に代え、勤務することを要しない時間を指定することができる「時間外勤
務代休時間制度」を定めるもの。

○原案可決

�佐倉市奨学資金補助条例を廃止する条例制定について
国の政策による公立高等学校の授業料無償化及び私立高等学校等就学支援金
の創設が平成２２年度に実施される予定に伴い奨学資金補助制度を廃止するも
の。

◎原案可決

�佐倉市母子家庭児童入学及び就職祝金支給条例の一部を改正する条例制定
について
母子家庭等の児童を対象として支給していた祝金制度を、父子家庭等の児童
にも拡大するもの。

◎原案可決

�佐倉市中小企業資金融資基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例制定について
中小企業資金融資制度の利用者が増加していることから、融資枠の拡大を図
るため、基金の額を１億３０００万円から１億４０００万円に増額するもの。

◎原案可決
	佐倉市道路線の廃止について
井野東土地区画整理事業区域内に存在していた１路線を廃止するもの

◎原案可決

佐倉市道路線の変更について
井野東土地区画整理事業区域内に存在していた１路線の終点を区域外に短縮、
区域外２路線の終点を区域内に延長するもの

◎原案可決
�佐倉市道路線の認定について
井野東土地区画整理事業区域内の２５路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決
�佐倉市道路線の認定について
井野地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決

佐倉市道路線の認定について
開発行為及びそれに付随した区域外整備による道路用地の寄附に伴い、臼井
地先の２路線を佐倉市道として認定するもの。
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◎原案可決
�佐倉市道路線の認定について
石川地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決

�千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県
市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について
組織団体の数が減少すること及び規約中に定めた「組合を組織する団体に関
する規定」、「共同処理事務参加団体に関する規定」からこれらの団体を削除
することの協議。３月１９日までに議決結果を提出するよう求められているた
め２月２２日に先議決。

◎同　　意
�固定資産評価審査委員会委員の選任について
吉野宣子（よしの・のぶこ）氏を任命するもの。

○原案可決

�平成２１年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ２億４５０４万４０００円を追加。既定予算、議案第１１号及び議案
第１２号の補正予算を合わせると予算総額は、３８８億５３２万２０００円。歳出の主な
ものは、国の２次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付
金」及び「子ども手当準備事業費補助金」に対応する事業の経費を計上。

◎原案可決

�平成２１年度佐倉市下水道事業特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ２８７０万円を追加。既定予算及び議案第１５号の補正予算を合
わせると予算総額は、２４億８６７８万８０００円。内容は「地域活性化・きめ細かな
臨時交付金」に対応する事業の経費を計上。

◎同　　意
�人権擁護委員候補者の推薦について
河地俊幸（かわち・としゆき）氏を推薦するもの。

◎同　　意
�人権擁護委員候補者の推薦について
酒井孝子（さかい・たかこ）氏を再度推薦するもの。

請 願・陳 情　　※白抜き数字は陳情番号
◎採　　択

�最低賃金法の抜本改正と安定雇用の創出、中小企業支援策の拡充・強化を
求める陳情

議員提出議案　　※丸数字は発議案番号
◎原案可決

①最低賃金法の抜本改正と安定雇用の創出、中小企業支援策の拡充・強化を
求める意見書

△否　　決②普天間基地問題を沖縄県民の新たな負担なしに解決することを求める意見書

○原案可決③保育所にかかわる国基準の堅持および向上を求める意見書

△否　　決④憲法改正手続法の凍結・廃止を求める意見書

○原案可決
⑤日本のどこでも子どもが健やかに育つために保育所運営費の国庫負担制度
の堅持を求める意見書

○原案可決⑥国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書

◎原案可決⑦介護保険制度の抜本的な基盤整備を求める意見書

議案の撤回について
�議案第２２号「佐倉市行政組織条例の一部を改正する条例制定について」
�議案第２６号「佐倉市市税事務所設置条例制定について」
�議案第２７号「佐倉市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例制定について」の３件は、
３月２４日議会最終日に、市税の賦課及び徴収に関しては引き続き市長の指揮及び監督の
下で対処すること等の理由により市長より議案の撤回請求があり議会で承認となった。

６月１日��
６月７日��
６月１４日�～１７日��
６月２１日�～２４日��
６月２８日��

６月８日��
６月１５日�～１８日��
�
６月２９日��

議会運営委員会�
初 日 �
一 般 質 問 �
常 任 委 員 会 �
最 終 日 �

時間は未定�
午後１時から�
午前１０時から�
�
午後１時から�

※番組の始めに各議員の放送時間帯をお知らせいたします。�

午後５時３０分から�
午後５時３０分から�
�
午後５時３０分から�

ケーブルネット２９６では、初日・一般質問・最終日の模様を翌日午後５時
３０分に放送します。�
【地上デジタル１１２チャンネル、アナログ５チャンネル、デジタルCATV７０１チャンネル】�

◆�
◆�
◆�
◆�
◆�

初 日 �
一 般 質 問 �
�
最 終 日 �

◆�
◆�
�
◆�
�

☆日程は変更になることもありますので、事前にお問い合わせください。
議会事務局　�４８４―６２７９�

【放送予定】�

6月定例会の予定�
議会を傍聴してみませんか�

http://www.city.sakura.chiba.jpから�
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